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江差港

1. 概況

　本港は函館の北西約50kmにあり、日本海に面する檜山振
興局の南部に位置し、北部は乙部町、東部は厚沢部町、南部
は上ノ国町とそれぞれ7町をその背後地として持ち、この地
域における開発・生産及び消費にわたる物資の集約基地とし
て檜山経済圏に重要な役割を果たしています。
　本港は自然の良港として、蝦夷地と称された松前藩政時代
より倭人渡来の門口として繁栄を続け、本道第一期拓殖事業
として大正14年に本格的な修築が開始され、昭和4年に完
了、現在の江差湾の基礎となっています。
　戦後新しい時代を迎え、昭和26年より拡張工事に着手し、
昭和28年3月に地方港湾に指定を受け、現在に至っていま
す。特に近年は、鉱業資源・森林資源開発の拠点港として、
又、離島奥尻島とのフェリー基地として、更に日本海漁業開
発や日本海を漁場とする本州方面の外来漁船の水揚げ港とし
て、物資の流通と安定供給上からも極めて重要な位置を占め
ています。
　更に、本港は北海道最古の歴史を持ち、自然と文化財・史
跡などに恵まれ数多くの観光客が訪れており、これに加えて
かもめ島を中心とした、観光・レジャー等の事業を満たすべ
く港湾整備にも力を入れています。今後地域産業の中心とし
てはもちろん、スポーツ・レクリエーションにも対応可能な
港湾として、地域住民が親近感を持てるような港湾を目指し
て、その機能の整備拡充を計画し、鋭意工事の進捗をはかり
ます。

〒043–8560　檜山郡江差町字中歌町193–1
☎0139–52–6729（直通）
URL：http://www.hokkaido-esashi.jp/
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